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 ここでは Excel の関数の一つである「FREQUENCY 関数」を使って度数分布表を

作成します。 

 使い方がやや特殊ですがデータの分布を見るのに便利ですので、しっかりマ

スターしましょう。 
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1. 表の作成 
 

 はじめに左図のような表を作成しま

す。 

 ファイル名は「度数分布表.xls」と

します。 

※ファイル名の語尾にある“.xls”は

Excel が自動で付けてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 階級欄と項目名を作る 
 

2.1. 階級欄を作る 

 

セル E2に 10、E3に 20を入力します。 
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E2～E3 をドラッグして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E2,E3 を囲んだ枠の右下にある■を

E11 までドラッグします。 

（オートフィルという操作です） 
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 階級欄が出来上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2. 項目名欄を作る 

 

 セル F1、G1 にそれぞれ科目名を入力

します。 
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3. 度数分布を求める 
 

3.1. FREQUENCY 関数を貼り付ける 

 

 セル F2～F11 をドラッグして下図の

ように選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバーの「挿入(I)」－「関数(F)」をクリックします。 

 

 

 

 

①クリック 

②クリック 
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 「関数の挿入」ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 「関数の分類(C)」コンボボックスをクリックし，「統計」をクリックします。 

 

①クリック 

②クリック 
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「関数名(N)」リストボックスのスクロールバーをドラッグしてスクロールさせ

「FREQUENCY」を探し、それをクリックします。続いて「OK」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

「関数の引数」ダイアログボックスが表示されるので、「データ配列」の右端に

ある ボタンをクリックします。 

 

①クリック 

②クリック 

クリック 
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セル B2～B11（国語の点数）をドラッグし、「関数の引数」ダイアログボックス

の ボタンをクリックします。 

 

 

続いて「区間配列」欄の右端にある ボタンをクリックします。 

 

①ドラッグ 

②クリック 

クリック 
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 セル E2～E11（階級欄）をドラッグし、「関数の引数」ダイアログボックスの

ボタンをクリックします。 

 

 

 [Ctrl]キーと[Shift]キーを押しながら「OK」ボタンをクリックします。 

（[Ctrl]キーと[Shift]キーを押し忘れると失敗します） 

 

①ドラッグ 

②クリック 

[Ctrl]キーと[Shift]キーを

押しながらクリック 
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 このように国語の度数分布表が作成

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2. 区間配列を絶対参照にする 

 

 セル F2～F11（国語の度数）をドラッ

グして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバーの「挿入(I)」－「関数(F)」

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①クリック 

②クリック 



 

-10- 

 「関数の引数」ダイアログボックスが表示されるので、「区間配列」欄にある文

字列（E2:E11）をドラッグし選択します。 

 

 

 「F4」キーを押して「区間配列」欄の文字列を“$E$2:$E$11”にしてから、「Ctrl」

キーと「Shift」を押しながら「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

ドラッグ 

①[F4]キーを何回か押す 

②[Ctrl]キーと[Shift]キー

を押しながらクリック 
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3.3. 数学の度数分布表を作成する 

 

F2～F11を囲んでいる枠の右下にある

■を G11 までドラッグします。 

（オートフィルという操作です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自動的に数学の度数分布が作成され

ます。 
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4. 合計を求める 
 

4.1. 国語の度数の合計を求める 

 

 セル F12 をクリックし、ツールバーの

「∑」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セル F2～F11 が点滅線で囲まれ、セ

ル F12 の内容が「=SUM(F2:F11)」とな

っていることを確認したら「Enter」キ

ーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①クリック 

②クリック 
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 度数の合計（10 人）が算出されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2. 数学の度数の合計を求める 

 

 セル F12 をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セル F12 を囲んでいる枠の右下にあ

る■を G12 までドラッグします。 

（オートフィルという操作です） 
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 度数の合計（10 人）が算出されました。 

 

 

 

 

 

 

5. 体裁を整える 
 

 体裁を整えた一例です。参考にしてください。 
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